
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

６ ９
時

数字(上)最高気温
(下)最低気温

丸囲みは降水確率
白ヌキは ％以上
は正午の風向き

矢印なしは無風

大阪 10
2⑩

9
3㉚

高槻 11
0⑩

9
1㉚

岸和田 9
0⑩

8
2㉚

大 阪

日
(木)

8
2
㉚

日
(金)

7
1
40

日
(土)

8
1
⑳

１日
(日)

9
2
40

２日
(月)

10
2
⑳

岸和田

日
(木)

7
1
㉚

日
(金)

6
0
40

日
(土)

7
0
⑳

１日
(日)

8
1
40

２日
(月)

9
1
⑳

胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞
胞

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

き
ょ
う
は
こ
ん
な
日
、

行
楽
地
は
下
に
掲
載

蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂
蓂

１月 日（水）

旧暦 月 日

（先負）長潮

月齢 9.3

月出 12：15

月入 2：19

日出 6：59

日入 17：23

(中央区大手前)

満潮 10：13

〃 --：--

干潮 22：05

〃 --：--

（大阪港標準）

大
阪

高
槻

岸
和
田

各
項
目
は
４
段
階
で
表
示
。
項
目
は
季
節
で
変
わ
り
ま
す

神 戸

最高

最低

降水

10
2
⑩

京 都

最高

最低

降水

10
0
⑳

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

青
少
年
読
書
感
想
画
コ
ン

府
入
賞
作
品
決
ま
る

莢莢莢

莢莢莢

「
げ
ん
き
で
い
て
ね
！
ば
あ
ば
」
河
内
長
野
市
立
高
向
小
２
年
、

河
端
麻
杏
（
ま
あ
ん
）
さ
ん
の
作
品

優秀 点は中央審査へ

本
を
読
ん
だ
感
想
を
絵
で

表
現
す
る
第

回
大
阪
府
青

少
年
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー

ル（
府
学
校
図
書
館
協
議
会
、

毎
日
新
聞
社
主
催
）
の
入
賞

作
品
が
決
ま
っ
た
。
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
計
１
万
５
７

０
８
点
の
応
募
作
品
か
ら
優

秀
賞

点
、
優
良
賞

点
が

選
ば
れ
た
。
優
秀
賞
は
第

回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク

ー
ル
（
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
、
毎
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
の
審
査
に
送
ら
れ
た
。

表
彰
式
は
２
月

日
、
大
阪

市
都
島
区
の
大
阪
私
学
会
館

で
あ
る
。

【
緒
方
智
雄
】

入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
学
年
）

◆
優
秀
賞
◆

【
小
学
校
低
学
年
】
河
端
麻

杏
（
河
内
長
野
・
高
向
２
）
田

川
新
夏
（
和
泉
・
信
太
２
）
大

島
健
誠
（
賢
明
学
院
１
）
葉
山

友
莉
乃
（
追
手
門
学
院
３
）

【
同
高
学
年
】
山
本
裕
月
（
和

泉
・
槇
尾
学
園
４
）
小
泉
果
珠

（
賢
明
学
院
４
）
永
崎
桃
佳
（
関

西
創
価
６
）

【
中
学
校
】
谷
藤
碧
衣
（
高

槻
・
第
六
３
）
野
瀬
陽
菜
（
東

大
阪
・
高
井
田
３
）
神
谷
美
伶

（
守
口
・
大
久
保
１
）
中
道
悠

希
（
守
口
・
錦
３
）

【
高
校
】
境
龍
飛
（
藤
井
寺

工
科
２
）
上
四
元
里
菜
（
高
石

２
）
木
綿
莉
子
（
大
商
大
１
）

村
上
哲
（
同
）

◆
優
良
賞
◆

【
小
学
校
低
学
年
】
三
和
千

紗
（
茨
木
・
天
王
３
）
土
居
青

瑚
（
高
槻
・
阿
武
山
２
）
中
塚

帆
乃
花
（
和
泉
・
北
松
尾
２
）

山
下
琴
菜
（
賢
明
学
院
２
）
絹

川
直
矢
（
高
槻
・
阿
武
野
３
）

近
藤
千
紡
瑠
（
堺
・
東
百
舌
鳥

３
）
金
谷
英
奈
（
和
泉
・
光
明

台
北
３
）
田
中
瑠
一
（
利
晶
学

園
１
）

【
同
高
学
年
】
阿
部
文
香
（
茨

木
・
庄
栄
６
）
福
井
歩
（
高
槻

・
芥
川
５
）
霜
出
有
寿
（
守
口

・
藤
田
６
）
田
中
舞
（
帝
塚
山

学
院
５
）
西
本
怜
花
（
堺
・
城

山
台
５
）
山
本
和
奏
（
帝
塚
山

学
院
５
）
江
守
陣
（
関
西
創
価

６
）
八
木
沼
美
侑
（
池
田
・
秦

野
６
）

【
中
学
校
】
上
山
咲
（
東
大

阪
・
玉
川
３
）
植
田
咲
奈
（
同

・
上
小
阪
３
）
藤
岡
采
芭
（
同

・
高
井
田
３
）
森
本
莉
穂
（
同
）

木
村
芽
生
（
熊
取
・
熊
取
北
３
）

福
井
志
歩
（
守
口
・
大
久
保
１
）

農
蘇
美
空
（
堺
・
南
八
下
１
）

【
高
校
】
岩
渕
伊
織
（
藤
井

寺
工
科
３
）
花
田
莉
子
（
高
石

２
）
山
川
青
葉
（
同
）
新
垣
陽

向
（
同
）
西
明
寺
し
ず
く
（
大

商
大
１
）
日
置
華
衣
采
（
同
）

薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷

中
国
路
線
旅
客
数
39
％
減

前
年
比

日
本
へ
の
渡
航
自
粛
影
響

関空12月

紙
面
編
集

田
井

秀
和

薬薬薫

薰薰 薯

薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮
薮

薭

若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
充
満

「
書
の
甲
子
園
」き
ょ
う
開
幕

天王寺

★
若
年
性
認
知
症
セ
ミ

ナ
ー

２
月

日
（
水
）

〜

時
、
大
阪
市
東
成

区
大
今
里
西
３
の
コ
ミ
協

ひ
が
し
な
り
区
民
セ
ン
タ

ー
。

歳
未
満
で
発
症
し
、

気
づ
か
れ
に
く
い
若
年
性

認
知
症
を
考
え
る
。
大
阪

市
旭
区
の
松
本
診
療
所
も

の
わ
す
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
、
認
知
症
の
患
者
や
家

族
に
長
年
寄
り
添
っ
て
き

た
松
本
一
生
理
事
長
が
若

年
性
認
知
症
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
講
演
。
当
事
者

を
交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
も
あ
る
。参
加
無
料
。

大
阪
府
・
大
阪
市
主
催
。

２
月

日
（
木
）
ま
で
に

府
行
政
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ

ム

（
）
か
ら
申
し
込
み
が

必
要
で
、
定
員
２
０
０
人

に
な
り
次
第
締
め
切
る
。

問
い
合
わ
せ
は
府
介
護
支

援
課
（

・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
、
内
線
４
４
９

７
）
へ
。

○
…

日
の
記
録
…
○

◇
フ
ィ
ギ
ュ
ア

▽
男
子
決
勝

⑦
名
倉
（
大
阪

・
春
日
丘
）
１
８
５
・

点
（

・

、
１
２
２
・

）

大阪・北新地周辺の節分

行事「堂島薬師堂節分お水

汲み祭り」が２月３日に開

かれるのを前に、北新地ク

イーンらが毎日新聞大阪本

社（大阪市北区）を訪れ、

祭りをＰＲした。

お水汲み祭りは、北新地

に春と福を呼ぶ行事として

大阪市北区の堂島アバンザ

周辺で毎年開かれている。

奈良・薬師寺で祈とうされ

た水を竹筒護符に注ぐ「お

水汲み」が行われるほか、

商売繁盛を願う「竜の巡行」

では花魁姿に扮した北新地

クイーンなど約200人が練

り歩く。クイーンの一人、

みこさんは「来場者の皆様

にも楽しんでいただけた

ら」と語った。【峰本浩二】

北新地で来月３日

節
分
お
水
汲
み

堂島薬師堂節分お水汲み祭りをＰＲする鬼と北新地クイーン

‖大阪市北区の毎日新聞大阪本社で

飲
食
店
店
長
刺
殺

42
歳
男
性
を
起
訴

殺
人
罪
で
地
検

大
阪
市
西
成
区
で
飲
食

店
店
長
の
男
性
を
刺
殺
し

た
と
し
て
、
大
阪
地
検
は

日
、
職
業
不
詳
の
酒
井

竜
行
容
疑
者
(

)
‖
同
区

山
王
２
‖
を
殺
人
罪
で
起

訴
し
た
。
西
成
署
が
店
長

に
対
す
る
傷
害
容
疑
で
逮

捕
、
送
検
し
て
い
た
が
、

捜
査
の
結
果
、
殺
人
罪
に

切
り
替
え
た
。

起
訴
状
な
ど
に
よ
る

と
、
酒
井
被
告
は
５
日
未

明
、
西
成
区
天
下
茶
屋
北

１
の
飲
食
店
「
焼
肉
食
堂

き
し
も
ん
」
で
店
長
の
岸

本
隆
浩
さ
ん
(

)
‖
同
区

‖
の
背
中
を
包
丁
で
刺
し

て
殺
害
し
た
と
し
て
い

る
。
「
殺
す
気
は
な
か
っ

た
」
と
一
部
否
認
し
て
い

る
。署

に
よ
る
と
、
事
件
当

日
の
５
日
午
前
１
時
過

ぎ

通
行
人
か
ら
｢
馬
乗
り

に
な
っ
て
殴
っ
て
い
る
」

と
１
１
０
番
が
あ
り
、
駆

け
つ
け
た
署
員
が
店
内
で

顔
に
け
が
を
し
た
岸
本
さ

ん
を
発
見
。
し
か
し
、
岸

本
さ
ん
自
身
が
対
応
を
望

ま
ず
引
き
上
げ
て
い
た
。

岸
本
さ
ん
は
そ
の
後
に

死
亡
し
て
い
る
の
が
見
つ

か
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
映
像

な
ど
か
ら
被
告
の
関
与
が

浮
上
し
た
。
署
は
「
対
応

に
問
題
は
な
か
っ
た
」
と

し
て
い
る
。
【
斉
藤
朋
恵
】

関
西
国
際
空
港
の
２
０

２
５
年

月
の
中
国
路
線

で
、
旅
客
数
が
前
年
同
月

比

％
減
の

万
４
０
０

０
人
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
年
末
年
始
の
中
国

路
線
の
旅
客
数
も
ほ
ぼ
半

減
し
、
中
国
政
府
が
日
本

へ
の
渡
航
自
粛
を
要
請
し

た
影
響
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

関
空
を
運
営
す
る
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
が
同
月
の
国

際
線
利
用
状
況
の
速
報
値

を
ま
と
め
た
。
中
国
便
の

発
着
回
数
も
同

％
減
の

２
２
８
６
回
だ
っ
た
。
全

体
の
旅
客
数
は
同
１
％
減

の
２
２
２
万
人
、
旅
客
便

の
発
着
回
数
は
同
４
％
減

の
１
万
１
２
８
１
回
で
、

い
ず
れ
も
中
国
路
線
の
落

ち
込
み
が
響
い
て
減
少
し

た
。ま

た
、
大
阪
出
入
国
在

留
管
理
局
関
西
空
港
支
局

が
ま
と
め
た
年
末
年
始

（

年

月

日
〜
１
月

４
日
）
の
関
空
の
出
入
国

者
数
（
速
報
値
）
は
、
前

年
同
期
比
２
％
減
の

万

７
６
２
０
人
だ
っ
た
。
出

国
者
の
方
面
別
で
前
年
同

期
ト
ッ
プ
の
中
国
は
同

％
減
の
５
万
５
１
７
０
人

で
３
位
に
転
落
。
１
位
は

韓
国
で
同

％
増
の

万

７
９
９
０
人
、
２
位
は
台

湾
で
同

％
増
の
５
万
９

９
７
０
人
だ
っ
た
。

出
国
の
ピ
ー
ク
は
同

月

日
の
４
万
１
１
９
０

人
、
入
国
は
１
月
４
日
の

３
万
９
１
８
０
人
だ
っ

た
。

【
中
村
宰
和
】

ビ
ル
の
一
室
に
開
い
た

バ
カ
ラ
賭
博
店
で
客
に
賭

博
を
さ
せ
た
と
し
て
、
府

警
は

日
、
経
営
者
や
従

業
員
ら
計

人
を
賭
博
開

帳
図
利
の
疑
い
で
逮
捕
し

た
と
発
表
し
た
。
府
警
は

グ
ル
ー
プ
の
実
態
解
明
を

進
め
る
。

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
大

阪
市
中
央
区
の
バ
カ
ラ
賭

博
店
「
バ
ニ
ラ
」
の
経
営

グ
ル
ー
プ
ト
ッ
プ
、
田
中

慎
吾
容
疑
者
(

)
‖
大
阪

市
住
之
江
区
‖
ら
男
女
計

人
。
う
ち
２
人
は
既
に

釈
放
さ
れ
た
。

逮
捕
容
疑
は
、
田
中
容

疑
者
ら
は
、
２
０
２
５
〜

年
、
同
店
で
ト
ラ
ン
プ

を
使
っ
た
バ
カ
ラ
の
賭
博

場
を
開
き
、
客
か
ら
も
う

け
の
一
部
を
手
数
料
と
し

て
徴
収
し
た
と
し
て
い

る
。
府
警
は
認
否
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

保
安
課
に
よ
る
と
、
店

の
出
入
り
口
は
鉄
製
の
二

重
扉
に
な
っ
て
お
り
、
裏

口
か
ら
逃
走
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
店
の
利

用
に
は
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
の
提
示
の
ほ
か
、

店
舗
責
任
者
ら
と
の
面
接

が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
。

府
警
は

〜

日
に
店

な
ど
関
係
先
を
家
宅
捜
索

し
、
現
金
計
約
１
１
６
０

万
円
や
バ
カ
ラ
台
５
台
な

ど
を
押
収
。
店
に
い
た
男

性
客
８
人
も
単
純
賭
博
の

疑
い
で
現
行
犯
逮
捕
し
た

が
、
既
に
釈
放
し
た
。

【
井
手
千
夏
】

バ
カ
ラ
賭
博
を
開
帳

容
疑
で
府
警

経
営
者
ら

人
逮
捕

大
阪
市
北
区
の
ホ
テ
ル
、
ザ
・
リ

ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
は
「
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
ブ
ッ
フ
ェ

｜
サ
ロ
ン

デ
ュ

ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
｣
を
開
催
し
て
い
る

イ
チ
ゴ
と
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
イ

ー
ツ
を
中
心
に
、
新
鮮
な
生
イ
チ
ゴ

も
加
わ
っ
た
イ
チ
ゴ
尽
く
し
の
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
す
る
。３
月

日
ま
で
。

フ
ラ
ン
ス
出
身
の
ペ
ス
ト
リ
ー
シ

ェ
フ
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ

る
ス
イ
ー
ツ
は
、
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ

や
ピ
ス
タ
チ
オ
と
い
っ
た
濃
厚
な
フ

レ
ー
バ
ー
に
、
み
ず
み
ず
し
く
て
甘

酸
っ
ぱ
い
イ
チ
ゴ
を
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
で
組
み
合
わ
せ
た

種
の
構
成
。

温
か
い
フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ
コ
ラ
に
冷

た
い
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
と
ス
ト
ロ
ベ
リ

ー
コ
ン
ポ
ー
ト
を
目
の
前
で
重
ね
て

く
れ
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
も
あ

る
。セ

イ
ボ
リ
ー
（
軽
食
）
は
、
新
た

に
就
任
し
た
青
嶋
誠
之
料
理
長
が
季

節
の
食
材
を
用
い
た
全
９
品
。
イ
チ

ゴ
と
ビ
ー
ツ
の
ブ
ル
ス
ケ
ッ
タ
▽
ホ

キ
の
フ
ラ
イ
と
イ
チ
ゴ
塩
▽
マ
ス
カ

ル
ポ
ー
ネ
リ
ゾ
ッ
ト
・
バ
ル
サ
ミ
コ

イ
チ
ゴ
な
ど
、
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
に
ふ
さ
わ
し
い
３
品
に
、
ト

リ
ュ
フ
風
味
の
温
か
い
ポ
テ
ト
ス
ー

プ
や
サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
（
生
ソ
ー
セ
ー

ジ
）
を
使
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど

が
並
ぶ
。

１
階
の
ス
プ
レ
ン
デ
ィ
ー
ド
で
午

後
３
時
か
ら
（
同
２
時

分
か
ら
撮

影
タ
イ
ム
）
。
平
日
７
０
０
０
円
、

土
日
祝
７
５
０
０
円
。
予
約
は

・

６
３
４
３
・
７
０
２
０
。

【
早
川
方
子
】

イ
チ
ゴ
尽
く
し
の
ス
イ
ー
ツ
と
セ
イ
ボ
リ
ー

‖
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
提
供

至福の甘～い♡ひととき
リッツ・カールトン大阪

イチゴ尽くしスイーツビュッフェ

陳列作業で位置を確認する書家ら‖大阪市で

「
書
の
甲
子
園
」
と
し

て
親
し
ま
れ
る
「
第

回

国
際
高
校
生
選
抜
書
展
」

（
毎
日
新
聞
社
、
毎
日
書

道
会
主
催
）
が

日
、
大

阪
市
立
美
術
館
天
王
寺
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
大
阪
市
天
王

寺
区
）
で
開
幕
す
る
。

日
は
会
場
で
国
内
外
の
全

入
賞
・
入
選
作
品
１
８
２

８
点
の
展
示
作
業
が
行
わ

れ
た
。

応
募
総
数
は
１
万
６
３

４
点
。
審
査
で
選
び
抜
か

れ
た
高
校
生
の
臨
書
と
創

作
の
力
作
を
来
場
者
が
鑑

賞
し
や
す
い
よ
う
に
、
バ

ラ
ン
ス
や
配
置
に
注
意
し

な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。
陳

列
部
長
の
島
田
啓
敬
さ
ん

は
「
大
胆
と
繊
細
、
未
来

を
開
く
若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
充
満
し
た
力
作
を
ご
覧

く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

来
月
１
日
ま
で
。
入
場
無

料
。

【
的
場
啓
一
郎
】
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